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株主の皆様へ

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

この度、第４４期決算のご報告として「ＢＵＳＩＮＥＳＳ ＲＥＰＯＲＴ へんしも」

をお届けいたします。

当期における我が国経済は、消費税増税の影響や円安による原材料価
格の上昇等、景気を下押しする要因もありましたが、企業業績の改善や雇
用情勢の好転により、全体として緩やかな景気回復の動きがみられます。
当社では、公共事業やオリンピック関連での設備投資や建設関連の需
要に対応するため、お客様のニーズに応じた製品を受注生産する一方で、
受注の多い機種を先行製作し、短納期にも対応できる体制を作り、積極的
な営業活動を展開してまいりました。また、空冷によるブロワ冷却方式を採
用したネオモービルは、当社独自の製品であり、更なる拡販に努めてまいり
ました。
この他、特殊製品も好調で、官公庁及び高速道路会社向けに「リサイク
ルコンビ(水循環式排水管清掃車)」「トンネル洗浄水処理車」等の売上も増
加しております。海外市場においては、ＯＤＡ以外にも直接取引が増加して
おり、当期は中国、東南アジア及び中東方面への売上を計上することがで
きました。
この結果、当社は株式上場以来最高の受注高、売上高及び利益を記
録した前期を更に上回る業績を上げることができました。

株主の皆様におかれましては、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し
上げます。

平成27年6月

営業の概況等

売上高 営業利益

経常利益 当期純利益

1株当たり当期純利益 1株当たり純資産

※平成25年4月1日付で普通株式1株につき普通株式1.3株の割合で株式分割を行っております。
　平成25年3月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、「1株当たり当期純利益」及び「1株当たり純資産」を算定しております。
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